
空港で行われた「いずみ幼稚園七夕飾り」から
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事前

しましたjと書かれた往復ハ

ガキなどを送ちつけ、 i1 .購入する(代金00伊

円)、 2.購入しない(謁載削除費用万

J rどちらかにOを付けて-返信してくださいj

と代金の支払いを請求する。

注意点

@返信する義務も、 f掲載割強料jなどを支払

う必要もありません。

②…度振り込むと、個人構報が他由業者iこも涼

れ、次々に議求されることがあります(鷲譲

抹消料、療接除去料など〉。

③この{告にも一方的に高品を送りつ母、代金の

支払いを議求してくる場合もあります。

一方的に送りつけられただけでは、代金C

支払いも返送のi必要もありません。

④謡社団体やNPO者名乗り、断りにくくした

り、良心につけこむ手口もあります。

き

し、 「病気が治るjなどと持つ

売ったりする。

注意点

①薬効をうたって鍵譲食品などを亮るのが目的

です。

笹)健康食品は薬ではありません。販売員が2壌の

説明をしたり、大げさな説明をすることもあ

チラシ法告などで、 f在宅スタップ募集、パソコンを使った文書作成の内職ですj
fだれでも簡単に高校入が得られますjなどとうたい、「仕事会する上で資格が豆、要j
と資格の取得のための教材等を売りつける。

注意点
① f簡単ですjと富われた検定もなかなか合稽できない、合格しても仕事は誌とんどなく坂入が得

られない、といったトラブんが多発しています。
φ高額なパソコンや教材の購入が条件と雷われたら、要注意。
③機定の合繕率、合諮者数、収入の根拠を書類で確認し、手元に残しましょう。

鴎ったときは 1人で!I温まず早めに相談してくださいG 怨 024-521-0999

f丘ドしている

件が報道されまし

事例 1r床下換気頭、除湿弼j

間三本管の無料点検を行なっていますjなど

と言って家に上がりこみ、床下などを点検。

の後「ひどい湿気でカピだらけ。放っておくと

シロアリにやられちゃうJr平く換気溺をつけ

ないと大変だc 今日契約すればサ…ピスします

よ」などと言って契約を迫る。

注意点

①不意に訪れて簡単に見ることができない所を

点検する業者に注意!

②「配水管の無料点検Jなどは家によがりこむ

ため合口実です。

釜本当に工事が必要かどうか、知り合いや地元

の工務j苫などに相談しましょう。

④言いなりになって契約すると、屋根工事、タト

護工事、風呂工事などと次々iこ契約させられ

事例 1

会ご結介します

「水道局の方から頼まれて水質検査に来ました。

この辺の水道水の汚れがひどいんですよJな

と言って上が与こみ、水質検査を実施。色が変

色した本を見せて fこんな汚い水を欽んでいた

んですよ!降水器を付けないと大変だ」と

て治水器の購入を迫る。

注意点

④「水道烏や保健所から頼まれて来ましたjな

どと言って容た場合は、 「役所に需話して確

かめるJときってみましょう。

cv試薬で水を婆色ぢせ、あたかも汚れているか

のように不安をあおるが、色が護わるのは汚

れと関係ないことが多い。

さむ高額な浄水器をすぐに患り付け、騎りにくく

することがあります。

fすぐそこでサラダ油や卵を経料で、配ってますよjなどと言って会場に人を集め、禁3f3!-の商品を配
ちながら言葉たくみに高額な物を売りつける。

注意点
①無料の高品をもらっているうちに、雰間気に棄せられ、高額なフトンなどを鑓わされてしまいます。
@契約するまで嬉してもらえないこともあります。
③う2ダほど痛いものはない。
被害にあわないため立は、安易について行かないように注意しましょう。

2 
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3. 入場料

無料(宝くじの助成により、入場無料と似つ

います。ただし入場整理券が必要です)

4. 入場整理券配布開始日

9月26日(月)

5. 入場整理券配布場所

教育委員会・公民館・役場窓口

須釜支所

6.問い合わせ

教育委員会生涯学習係金 57-4633

主催 玉川村・玉川村教育委員会・福島県・(財)自治総合センター

後援玉川村“新"人づくり推進会議

L j議防戦前総(侍生I業麟内 三沼|
募集種目 受験資棒 受付期間 試験日

防衛大学校学生
推薦 9月 5 日 ~9月 7日 9月24・25日

一般 高卒(見込合)21歳未満の者 l 次次 :11 月月 12 . 13 日
2 YJ¥. : 12J=l 13 ~ 16 日

防衛医科大学校学生 9月 9 日 ~9月 30日 l 次次 :11 月月5 ・6 日
2;'ji: : 12J=l 7 ~ 9日

看 護 学 生 高卒(見込合)24歳未満の者 l 次次 :10 月月16 日
2 *= : 11 J=l 18・19日

l次:9月23日

航空学生 高卒(見込含)21歳未満の者 2 次 :10月日~20 日
3次:11月13日~

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満の者 1次:9月17日
8月 1 日 ~9月 8日 2次:10月13・14日

曹候補士

男子 18歳以上27歳未満の者 筆 記等 9月月 16日

2等陸・海・空士
口述 9.829日

女子 筆 記等 9月月25日
ロj主 9.826日

詳しくは福島地方連絡部白河募集事務所まで ft0248-24-0372 

広報たまかわ平成17年7月

食中毒は、細菌、ウイルス・有害物により起こります

食中毒は、細菌やウイルスに汚染された飲食物や、ふぐの肝、毒きのこなどの有毒物を欽んだり食べたりす

ることによって起こ ります。おもに腹痛、下痢、 H匝吐といった症状があらわれ、原因によってはマヒなどの神

経症状が出ることもあります。ときには生命に関わることもあり、注意が必要です。

おもな食中毒菌と症状など

ほとんどの動物がもってい
る菌で、卵や肉などが汚染|鶏卵・鶏肉-豚肉など
されやすい

魚の中にすむ薗で、水温の
上がる夏に大量に増える i魚介類など

少量の菌で感染し、2次感ii食肉(特に鶏肉)など染の被害が多い i 

病原大腸菌の一種。赤痢菌|
なみの毒素をもっ。死亡す|食肉(特に牛肉)など
ることも

10-----24時間

2-----7巴
平均で2-----3日

3-----5日

菌が増殖する際に、無毒化|調理者の手指を介した食F1 ~;~-a V.J-:rJS'Q_) I U 1'--.5<':.0013時間以内
が難しい毒素を作り出す |など

熱に強い。 |食肉・魚介類など給食での集団発生が多い
6-----18時間
平均で12時間

風邪に似た症状を引き起こ|生ガキ、調理者の手を介し1 ~:.:.-;}; ， ::;~~~~+v::;'Q_) I U 11-----2日
し、2次感染の危険も |た食品、飲料水など

ノロウイルスに気をつけましょう

差し込むような腰痛、激し
い下痢

発熱、けん怠感、筋肉痛に続
いて吐き気、下痢

激しい腹痛、血便のほか合
併症を起こす

吐き気、幅吐、下痢、腹痛

下痢、軽い膿痛

瞳吐、腹痛、下痢、頭痛、発熱
など

ノロウイルスは、カキなどの 2枚具の中に蓄積し、それらを生、あるいは十分に過熱調理しないで食べた場

合に感染すると考えられます。また、ウイルスに汚染された人の使や吐いたものを介して 2次感染が起こるた

め、集団感染につながりやすい非常に危険なウイルスです。

書予防のポイント

食中毒予防の三原則は

次の 3つです。これらを

守って、毎日の生活の中

で予防を心がけましょう。

4 



平成17年7月

交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会

広報たまかわ

出
場
選
手

吉
田
聖
車
田
敬
斗

宇
南
山
健

北
須
釜
の
故
渡
辺
政
一
さ
ん
に
、
こ
の

日

ほ
ど
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
渡

山

辺
さ
ん
は
、
長
年
議
会
議
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
o

u

ま
た
こ
の
間
、
副
議
長
、
議
長
な
ど
の
要

爾

職
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
多
大

日

な
る
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
で
す
。

画

叙
勲
の
伝
達
式
は
役
場
村
長
室
で
行
わ

日

れ
、
県
中
地
方
振
興
局
長
か
ら
奥
さ
ん
の

日

ナ
ミ
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

酉

辺
さ
ん
に
叙
勲
の

叙
勲
の
伝
達
を
受
け
る
ナ
ミ
さ
ん

関
根
悠
平

大
竹
栄

ピンを倒さないように走行する「ジグザグ走行Jのようす(県南大会から)

6
月
訪
日
に
行
わ
れ
た
県
南
大

会
に
は
、
地
区
の
大
会
を
勝
ち
進

ん
で
き
た
比
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

上
位
5
校
が
県
大
会
へ
と
進
む
こ

と
が
で
き
る
こ
の
大
会
は
、
昨
年

の
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
小
学
校

も
出
場
す
る
な
ど
激
戦
区
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
精
一
杯
発
揮
し
た
玉

一
小
は
見
事
4
位
に
入
賞
、
県
大

会
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

県
大
会
は
、

7
月
2
日
に
福
島

市
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
入
賞
を
逃

し
た
玉

一
小
児
重
で
し
た
が
、
礼

儀
正
し
い
競
技
姿
勢
と
、
は
つ
ら

つ
と
し
た
ガ
ン
バ
リ
は
、
見
て
い

る
者
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

場を探検しまし

問表彰は、歯と口の健康について理解と関心を深め

てもらい、虫歯予防につなげることを目的に毎年開催

され、両校は、昨年もそれぞれ最優秀賞と努力賞を受

賞しています。

賞状の伝達式は各学校で行われ、玉一小は保健委員

会委員長の石井紗希さんに、須釜中は生徒会副会長の

瀬谷ひかりさんと保健部長の草野幸弘君に、車田教育

長から賞状が贈られました。

デコボコ道の「安全走行」のようす(県大会から)

虫歯の予防に積極的に取り組んでいる学校を表彰す

る、福島県学校歯科保健優良校表彰(よい歯の学校表

彰)において、須釜中学校が優秀賞、玉川第一小学校

が奨励賞を受賞しました。

題

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
福
島
空
港
洋
ら
ん

一
展
が
、
今
年
も

5
月
辺
臼
か
ら
却
日
ま
で

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国

福
島
エ
ア
ポ
ー
ト
洋
ら
ん
ク
ラ
ブ
な
ど

日
の
主
催
、
玉
川
村
な
ど
の
後
援
に
よ
る
も

日
の
で
、
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
丹
精
込
め
て

日
青
で
た
洋
ら
ん
が
、
出
発
ロ
ピ
!
な
ど
を

日
会
場
に
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

a

会
場
で
は
、
空
港
の
利
用
客
な
ど
が
甘

日
い
香
り
に
誘
わ
れ
て
足
を
止
め
、
熱
心
に

目
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

で
恒
例
の
洋
ら

2
階
出
発
口
ピ
ー
に
展
示
さ
れ
た
作
品
の
数
々

固園田層圏慰 留 箆慰盟国国 盟国田園田富圃園園 短園冨 E童図 書霊園園田園田園田理由窃慰留盟題国鴎圃留圃圃園由盟国圏直盟題冨箆圏園田園自圃圃圃圏直盟書留母国菌感園田園田園田盟国

6 

車田教育長から賞状を贈られる須釜中の瀬谷さんと草野君(左写真)と玉一小の石井さん(右写真)

交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会
の
石
川
郡
大
会
で
優
勝
し
、

郡
山
市
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
県
南
大
会
に

出
場
し
た
玉
別
第
一
小
学
校
は
、
こ
こ
で
も
大
活
躍
。
見

事
4
位
に
入
賞
し
、
念
願
の
県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し

た。

玉川山野草会による山野草展が¥就業改善センター

を会場に、 5月と 6月にそれぞれ開かれました。

5月28、29日はエビネなどを中心に約160点、 6
月25、26日にはウチョウランなど、を中心に約170点
の作品を展示。多くの来場者が華麗な花々を楽しみま

した。

また、会場ではチャリティーの販売会も行われまし

た。

玉川第一小学校の児童が、社会科の援業の一環で役

場を訪れました。

児童たちは各職場をまわり、仕事の内容などについ

て職員から説明を受けると、メモを取ったり、時には

質問したリと熱心に学習していました。

震な山野草を展一

7 



ケ
ツ
で
稲
つ
く

村
内
の
各
小
学
校
で
、
こ
の
ほ
ど
バ
ケ

ツ
稲
っ
く
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

須
釜
小
学
校
で
は

5
、
6
年
生
の
児
童

が
参
加
。

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
の
石
森
営

農
指
導
員
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
名
前

を
書
い
た
自
分
の
バ
ケ
ツ
に
土
、
水
を
入

れ
、
コ
シ
ヒ
力
リ
の
萄
を
て
い
ね
い
に
植

え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
秋
の
収
穫
ま
で
、
豊
一
作
を
楽

し
み
に
や
す
白
で
手
入
れ
を
し
ま
す
。

バ
ケ
ツ
に
苗
を
植
え
る
須
釜
小
児
童

園量密毎回圃圃層圏i11!1i11i1薗翻題国園鐙盟関田昭盟国圏直扇盟国留園園田醤留圃鑓瞳園田盟国国国語 a羽田園踊i1i1l1llilllll鼠 g書留留麹園鶴錨圃麹居留信固 a固園箇弱恕慰留圃趨密

で

南須釜地内の遊休農地に、このほど牛が放牧されま
した。
牛を放牧することにより草がエサとして金べられ、

自然に除草が行なわれるなど、遊休農地の解消を目的
に、県が実験的に行なったもの。

6月29日に行われた放牧開始式では、関係者など
多数参加し、 57アールの農地に 2頭の牛を放牧しま
した。

い
ず
み
幼
稚
園
で
6
月
別
白
、
食
と
体

m

m

に
つ
い
て
学
ぶ
学
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た

o

H

H

講
師
は
食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
方
々

0

M

M

胃
や
腸
な
ど
お
腹
の
中
の
よ
う
す
が
分
か

日
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
エ
プ
ロ
ン
を
使
っ
て
、

日

目
食
べ
た
も
の
が
ど
こ
を
通
っ
て
行
く
か
な

四

日
ど
体
の
し
く
み
に
つ
い
て
、
分
か
り
ゃ
す

同

日
く
説
明
し
ま
し
た
。

日

当
日
は
ち
ょ
う
ど
保
育
参
観
の
日
で
、

日

日
子
ど
も
達
は
お
母
さ
ん
達
と
一
緒
に
楽
し

M

M

み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

日

体
に
つ
い
て

の放紋
休震地解遊

7月7日、七夕の日。幼稚園、保育所などで七夕会

が聞かれ、園児達が七夕の話しを聞いたリ、お菓子を

食べたりと楽しいひと時を過ごしました。
また、園児達はこのBを前に、折り紙や短冊などを

竹に飾りつけ、きれいな七夕飾りを作りました。短冊

には子ども達の願いごとや将来の夢など、それぞれの

思いが書かれていました。

みんなの願い、かなうといいですね。

冊に願いをこめ

エ
プ
C
ン
を
使
っ
て
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
す
る

食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
皆
さ
ん

8 

で

岩法寺の、いわせ石川農業共済組合庁舎建設予定地

にある湯神前遺跡で、 6月18日に現地説明会が行わ
れました。

湯神前遺跡は、昭和63年の発掘調査に続いて、 5
月9日から30日まで 2回自の調査を行い、中世の建

物跡や井戸の跡などを発見。当時の家としては比較的
大きし1ことから、有力民の家だったのではないかと考
えられています。

跡

明

遺

説

前神

地現
い
善
意

り
が
と
う
ご
ざ
い

緑
の
募
金

今
年
も
村
内
の
行
政
区
、
各
学
校
な
ど

を
中
心
に
緑
の
募
金
活
動
が
行
な
わ
れ
、

多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
花
壇
整
備
な
ど

の
緑
化
推
進
活
動
に
使
わ
せ
で
い
た
だ
き

ま
す
。

座
布
団
寄
贈

須
釜
芸
能
会
で
は
、
会
議
な
ど
で
使
っ

て
ほ
し
い
と
座
布
団
日
枚
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
須
釜
公
民
館
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

9 
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諜

57-4621 

住民税務課

57-4622 

務総

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で

は
、
次
に
よ
り
平
成
時
年
度
採
用

の
消
防
職
員
(
高
校
卒
業
程
度
)

を
募
集
し
ま
す

D

V
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

消
防
職
・

3
名
程
度

V
受
験
資
格

昭
和
田
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

白
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
(
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
)

V
第

1
次
試
験
日
・
内
容

9
月
時
日
佃

教
養
試
験
、
作
文
、
適
正
検
査

V
第

2
次
試
験
日
・
内
容

日
月
下
旬

(
1次
試
験
合
格
者
)

口
述
試
験
、
健
康
診
断
、
体
力

検
査

V
身
体
の
基
準

①
身
長
お
お
む
ね

1
5
5
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

②
胸
囲
身
長
の
お
お
む
ね

2

分
の

l
以
上

村
で
は
、
高
齢
者
向
け
に
住
宅

を
改
修
す
る
場
合
に
は
「
高
齢
者

に
や
さ
し
い
住
ま
い
や
つ
く
り
事
業
」

に
よ
り
、
住
宅
改
修
資
金
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

V
補
助
事
業
の
内
容

高
齢
者
が
転
倒
等
し
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
、
自
立
し
た
生

活
を
し
易
く
す
る
た
め
の
改
修

に
要
す
る
経
費
の
助
成

V
補
助
対
象
者

ω歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
(
介

護
保
険
の
認
定
者
は
除
く
)
で
、

生
計
中
心
者
の
所
得
が
限
度
額

以
下
の
者

V
補
助
額

時
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成

V
申
請
方
法

健
康
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
(
相
談
は
工
事
を
始

め
る
前
に
お
願
い
し
ま
す
)

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
玉
川
夏
祭

り
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
会
場
を
た
ま
か
わ
文

化
体
育
館
周
辺
に
移
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

57-4624 

健康福祉課

57-4623 

保健センター

凋斗q
L
 

nu u
室

57-4625 

地域整備課

57-4626 

4
1
・

一一-一口A
一品

③
視
力
両
眼
と
も
裸
眼
視
力

0
・

1
以
上
か
つ
矯
正
視
力

1
・

o以
上

④
聴
力
正
常
で
あ
る
こ
と

V
受
験
申
込
用
紙

申
込
用
紙
は
消
防
本
部
、
消

防
署
、
派
出
所
、
及
び
役
場
総

務
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
ま
す
。

}
μ
H
G
一¥
¥
宅
若
者
・ω
己
g
m∞
ぎ
m
w
H
H
0
・芯

V
受
付
期
間

7
月
四
日
か
ら

8
月
訪
日
ま
で

V
問
い
合
わ
せ

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
総
務
課

金

0
2
4
8
1
7
6
1
3
1
1
2

海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成
同
年

度
採
用
の
海
上
保
安
大
学
校
、
海

上
保
安
学
校
の
学
生
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

V
開
催
日
時

8
月
日
日
目

ト
ふ
れ
ソ

V
開
催
場
所

総
合
運
動
公
園
・
ス
カ
イ
パ

ー
ク
た
ま
か
わ
(
文
化
体
育
館

周
辺
)

V
花
火
大
会

午
後
8
時
よ
り
会
場
内
で
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
花
火
大
会
も
、
村
民

の
方
々
か
ら
打
ち
上
げ
を
希
望

さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
新

盆
の
供
養
や
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念

と
し
て
花
火
を
打
ち
上
げ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

玉
川
夏
祭
リ
実
行
委
員
会
(
玉

川
村
商
工
会
)

合

5
7
1
2
2
5
0

午
後

0
時
お
分

福
島
県
県
政
相
談
室
、
及
び
各

地
方
振
興
局
の
県
政
相
談
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

平
日
に
県
政
相
談
の
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
日

曜
日
に
も
電
話
に
よ
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
し
た
。

V
開
設
日

毎
月
第
2
日
曜
日

57-4631 

企画産業課

57-4627 

10 

57-4629 

農業委員会

57-4628 

議会事務局

57-4630 

教育委員会

57-4633 

公民館

(文化体育館)

57-4632 

須釜支所

57-2061 

V
受
付
期
間

O
海
上
保
安
大
学
校

8
月
お
日
j

9
月
6
日

O
海
上
保
安
学
校

7
月
ゆ
日

1
8月
2
日

V
受
験
資
格

O
海
上
保
安
大
学
校
は
、
昭
和

ω年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
、

O
海
上
保
安
学
校
は
、
昭
和
町

年
4
月

2
B以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
高
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

来
春
卒
業
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
を
修
了
し
た

者
ま
た
は
来
春
修
了
見
込
み

の
者

③
①
ま
た
は
②
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

V
受
験
手
続
・
問
い
合
わ
せ

福
島
海
上
保
安
部
管
理
課

金

0
2
4
6
i
5
3
1
7
1
1
2

V
開
設
時
間

午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時

V
相
談
方
法

電
話
に
よ
る
相
談

V
相
談
内
容
・
電
話
番
号

O
県
政
相
談

県
政
に
関
す
る
意
見
、
要
望
、

苦
情
な
ど
を
は
じ
め
、
生
活
上

の
悩
み
ご
と
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

合

0
2
4
i
5
2
1
i
7
0
1
7

8
0
1
2
0
i
8
9
9
i
7
2
1
 

0
交
通
事
故
相
談

交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
害

者
の
た
め
に
、
損
害
賠
償
や
示

談
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

合

0
2
4
5
2
1
1
4
2
8
1

V
問
い
合
わ
せ

県
庁
県
政
広
聴
グ
ル
ー
プ

合

0
2
4
1
5
2
1
1
7
0
1
6

玉
川
村
で
は
毎
丹
第
3
日
曜
日

を
家
庭
の
日
と
定
め
、
健
全
で
明

る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
の
輸
が
全
村
下
に
広

が
り
、
各
家
庭
で
明
る
く
楽
し
い

「
家
庭
の
日
」
が
実
践
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
、
次
に
よ
り
作
文
を
募

集
し
ま
す
。

県
で
は
、
活
動
事
例
を
広
く
紹

介
し
、
中
高
年
の
方
々
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
年
齢
を
超
え
て
い
き
い
き
と

活
躍
し
て
い
る
個
人
、
ま
た
は
団

体
を
「
い
き
い
き
長
寿
県
民
賞
」

の
候
補
者
と
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
。
身
近
に
ふ
さ
わ
し
い
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

推
薦
く
だ
さ
い
。
(
自
薦
・
他
薦

は
問
い
ま
せ
ん
)

V
対
象
者

お
お
む
ね
邸
歳
以
上
の
方
、

ま
た
は
主
に
そ
れ
ら
の
方
々
で

構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
。

V
募
集
期
限

7
月
訂
日
ま
で

V
問
い
合
わ
せ

楢
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

合

0
2
4
1
5
2
4
1
2
2
2
5

ま
た
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

V
応
募
資
格

村
内
に
居
住
す
る
小
学
生
以
上

の
方

V
募
集
作
品
の
部
門

小
学

1
・
2
年、

3
・
4
年、

5
・
6
年
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
高
校
生
・
一
般
の
部

V
作
品
の
題
材

(例
示
)

一
家
団
ら
ん
、
共
同
作
業
、

家
族
会
議
な
ど
家
庭
の
協
力
に

よ
っ
て
「
家
庭
の
日
」
を
実
施

し
た
体
験
文
。

よ
り
よ
い

「家
庭
の
日
」
に

す
る
に
は
、
家
庭
で
何
を
工
夫

す
れ
ば
よ
い
か
、
ど
の
よ
う
に

努
力
す
れ
ば
よ
い
か
、
な
ど
o

v作
品
の
規
格

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦

書
き
と
し
、
小
学
生
は

3
枚
以

内
、
そ
の
他
は

3
枚
以
上

5
枚

以
内
。

V
応
募
締
め
切
り

9
月

9
日

午

後

1
時

V
応
募
先

小
・
中
学
生
は
各
学
校
、
そ

の
他
は
青
少
年
育
成
村
民
会
議

事
務
局
ま
で
。

V
問
い
合
わ
せ

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

事
務
局
(
玉
川
村
公
民
館
)
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台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
に
よ
り
、

河
川
の
は
ん
ら
ん
、
山
崩
れ
、
が

け
崩
れ
、
地
滑
り
な
ど
の
災
害
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
が
猛
威
を
振
る

い
、
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
台
風
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
、
ま
た
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
普
段
の
心
が
け
が
大

切
で
す
。

大
切
な
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
に
も
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

O
気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
ま

l
v

よ、っ
。

O
台
風
が
来
た
ら
、
河
川
等
危
険

な
場
所
に
は
近
寄
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

O
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
な
ど

の
防
災
用
品
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

O
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
避

難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

O
避
難
の
前
に
は
必
ず
火
の
始
末

を
し
ま
し
ょ
う
。

O
避
難
先
で
は
勝
手
な
判
断
や
行

動
は
せ
ず
、
指
導
者
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
防
災
訓
練
や
講
習
会
に
は
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
o

v陪
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

石
川
警
察
署
g
m
1
2
1
9
1

平
成
時
年
4
月
に
食
糧
法
が
改

正
さ
れ
、
米
穀
を
販
売
、
集
荷
す

る
者
は
県
、
農
政
事
務
所
に
歪
録

し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
食
糧
法

で
は
届
出
制
と
な
り
、
農
政
事
務

所
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

米
穀
取
扱
事
業
者
と
は
、

4
月

か
ら
3
月
ま
で
の

1
年
間
に
お
い

て
、
事
業
規
模
が
初
精
米
ト
ン
以

上
(
く
ず
米
等
も
含
む
)
の
米
穀

の
出
荷
、
又
は
販
売
の
事
業
を
行

な
お
う
と
す
る
生
産
者
、
販
売
業

者
等
の
全
て
が
該
当
し
ま
す
。

た
だ
し
、
自
ら
生
産
し
た
米
穀

を
届
出
事
業
者
(
農
協
等
)
に
出

荷
、
又
は
販
売
す
る
数
量
は
事
業

規
模
の
数
量
か
ら
除
き
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
者
に

は
印
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
同
年
4
月
以
降
も

埜
録
期
間
が
あ
っ
た
出
荷
取
扱
業

者
、
小
売
販
売
業
者
等
は
自
動
的

に
届
出
事
業
者
と
し
て
取
扱
わ
れ

て
い
ま
す
o

v問
い
合
わ
せ

福
島
農
政
事
務
所
地
域
第

4
課

企

0
2
4
8
1
2
2
1
1
2
4
1

福
島
県
重
度
心
身
障
が
い
者
医

療
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正
に

伴
い
、
玉
川
村
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
費
給
付
制
度
に
お
い
て
、

入
院
時
食
事
療
養
費
自
己
負
担
が

給
付
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
改
正
前
に
入
院
加
療
さ

れ
た
際
の
食
事
療
養
費
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
給
付
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
「
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
費
給
付
申
請
書
」
の
有
効

期
間
は
、
診
療
か
ら
5
年
間
と
な

り
ま
す
。

V
改
正
適
用
時
期

平
成
口
年
目
月
診
療
分
か
ら
d

v改
正
点

給
付
対
象
経
費
が
、
改
正
前

は
「
医
療
機
関
等
窓
口
で
の
自

己
負
担
金
」
と
「
入
院
時
食
事

療
養
費
自
己
負
担
金
」
で
あ
っ

た
も
の
が
、
改
正
後
は
「
医
療

機
関
等
窓
口
で
の
自
己
負
担
盃
」

の
み
と
な
り
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
健
康
福
祉
課

国では、戦後60年の節目にあたり「戦没者等の遺族に対する

特別弔意金支給法の一部を改正する法律Jに基づいて、第8回特

別弔慰金を支給することになリました。

[支給の対象者]

平成17年4月1日において、恩給法による公務扶助料や戦傷

病者遺族等援護法による遺族年金等を受ける方(戦没者の妻や父

母等)がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お1人に

支給されます。

戦没者等の死亡さ当時のご遺族で、

1. 平成17年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法によ

る弔慰金の受給権を取得した方

2.戦没者等の子

3.戦没者等と生計関係を有していた、①父母 ②孫 ③祖父母

④兄弟姉妹(生計関係を有していなかった方、平成17年4

月 1日において婚姻により姓が変わっている方、または遺族

以外の方と養子縁組をしている方は除かれます)

4.上記3以外の、

①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

5.上記 1から 4以外の3親等以内の親族 (戦没者等の死亡時ま

で引き続き 1年以上生計を有していた方に限られます)

[支給の内容}

「記名国債」額面40万円、 10年償還

i請求の賠寝]

平成20年3月31日まで(期限を過ぎますと、時効によリ受け

る権利が消滅します)

[請求窓口・問い合わせ]

健康福祉課

母と子どもの幸せのために「児童扶養手当」

児童扶養手当は、父と生計を同じくしていない児童が育てられ

でいる家庭の生活の安定と自立を助けるために、児童の母や、母

にかわってその児童を養育している人に支給されます。父と生計

を同じくしていても、父の心身に一定の障がいがある場合には支

給されます。

受給資格者

次のいずれかに該当する、 18歳に達する日以後の最初の 3月

31日までの聞にある(心身に一定の障がいがあるときは20歳未満)

児童を監護している母、または母にかわってその児童を養育して

いる方。

①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童 ②父

が死亡した児童 ③父が定の障がいの状態にある児童④父の

生死が明らかでない児童 ⑤父が引き続き 1:年以上遺棄している

児童 ①父が法令により引き続き 1年以上拘禁されている児童

⑦母が婚姻によらないで生まれた児童 ③孤児などで、父母がい

るのか否か不明の児童

。
@
 …

水
難
事
故
を
な
く
そ
う

一
O
海
水
浴
場
以
外
の
場
所
に
は
近

…

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
O
子
ど
も
だ
け
で
、
遊
泳
や
川
遊

@

び
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

@

ト
晶
、
つ
ノ
O

一
O
近
く
の
池
や
堀
、
小
川
な
ど
危

@
険
な
場
所
に
は
、
立
ち
入
り
禁

い

止
な
ど
の
措
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

@
 一

山
岳
遭
難
事
故
を
防
ご
う

一
O
無
理
の
な
い
登
山
計
画
を
立
て

…

ま
し
ょ
う
。

監

歳

て

@

を

沿

っ

@
O
登
山
の
際
は
、
必
ず
装
備
品
の

童

日
児

況

か

@

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

る

号

」

@

あ

晴

朗

@
O
定
期
的
な
休
憩
と
と
も
に
、
水

手
勺

c

j

1

@

ゆ

い

松

川

分
と
カ
ロ
リ
ー
の
補
給
を
忘
れ

(

ガ

ィ

J

a

勝

。

滞

計

一

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
c

町

仇

討

拠

母

…

o体
調
や
、
天
候
の
変
化
に
応
じ

精

れ

持

は

い

た
一
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

L
K

さ

j

く

2

741-Ei--

た

給

計

し

恥

O
集
帯
電
古
と
予
備
電
池
を
必
ず

ま

支

;

も

@

4

7

体

に

L

父

@

携
行
し
ま
し
ょ
う
。

身

入

居

る

@

-
e
L
T

、

る

由

一

い

。

課

@

は

い

に

て

方

祉

@

当

て

神

し

る

福

@

手

し

精

護

い

康

げ

養

育

は

監

て

健

U

扶

養

た

を

し

@

重

は

者

ま

童

青

せ

@

臼

ん

た

格

、

児

養

わ

@

別

ま

資

体

の

を

含

@

特

、

給

身

満

重

い

ー

護

受

未

見

聞

い

障がいのあるお子さんのために

「特別児童扶養手当」

12 

福
島
労
働
局
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
学
生
、

U
タ
i
ン
等
を
希

望
す
る
方
た
ち
の
求
職
活
動
を
援

助
す
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
就
職

面
談
会
「
2
0
0
5
夏
の
ふ
く
し

ま
U
タ
l
ン
・
学
生
等
就
職
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

V
開
催
日
時

8
月
口
日
附

午
後

0
時
ぬ
分
か
ら
4
時
ま
で

V
開
催
場
所

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

V
参
加
対
象
者

U
タ
l
ン
希
望
者
、
来
春
卒

業
予
定
の
学
生
等
(
高
校
生
は

除
く
)

V
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

告

0
2
4
1
5
2
8
1
0
3
6
6

! 
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平成1ワ年7月広報たまかわ平成1'7年7月

お誕生おめでとうございます|

( 6月届出分)

保護者名

広報たまかわ

思春期保健(中学生編)⑮)

今月は、女子生徒の初経についてお伝えします。

アンケー卜では、 84.4%の女子が初経をむかえたと答

えており、時期については多くの生徒が小学校5年生か

ら中学校 1年生で初経をむかえていました。また、月経

についでの悩みを持つでいる生徒もおり、異体的には次

のようなことでJ悩んでいました。

工費 自 割合

月経がまだきていない 5.5% 

月経の量 4.ワ%

月経痛 13.3% 

月経周期が木規則 23.4% 

人に知られたくない 5.5% 

体育の損業ゃにおい 8.6% 

洋

智広

和良

公平

和浩

4) 

次

夫

広

博

統

武

栄

( 6月届出分)

世帯主名

1，946戸(

出生児氏名
れん

蓮

唯斗

蓮

菊子
ゅ う と

悠人

者

小委十 正
佐 久 間 賓

丹内武

阿部 正記

須 釜 ト ヨ 子

亡

串

岡

林

部

吹

大

添

小

阿

矢

死地区名

釜

中

手

。

須
南

村のようす
(17年 7月1日現在)

地IS名

市lr"
I河

寺

崎

法

吉

岩

竜

ウ

14 

;
認
知
症
(
痴
呆
症
)
の
予
防
に
向
け
て
③
;

使
っ
て
鍛
え
よ
う
!
3
つ
の
機
能

認
知
症
に
な
る
と
真
っ
先
に
低
下
す
る

機
能
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
こ
れ
ら
の
機
能
を
集
中
的
に

鍛
え
て
お
く
と
、
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら

せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
積
極
的
に
使
う

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
槽

出
来
事
を
記
憶
し
、
ま
た
そ
れ
を
思

い
出
す
機
能
で
す
。
少
し
前
の
出
来
事

が
あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
、
家
計
簿
や
日

記
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
過
去

の
経
験
を
思
い
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。

《
お
す
す
め
ト
レ

i
ニ
ン
グ
》

j

2
日
遅
れ
で
日
記
を
つ
け
る
j

食
べ
た
物
、
買
っ
た
物
を
日
記
に
書

き
と
め
ま
し
ょ
う
c

慣
れ
で
き
た
ら
「
2

日
遅
れ
の
日
記
」
に
挑
戦
。
時
間
を
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
で
「
い
つ
、
ど
こ
で
、

何
を
し
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶

が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

②
注
意
分
割
機
能

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
で
明

日
の
天
気
を
確
認
し
な
が
ら
魚
の
焼
き

加
減
を
み
る
と
か
、
歩
き
な
が
ら
人
と

話
を
す
る
な
ど
、

2
つ
以
上
の
こ
と
に

注
意
を
配
り
な
が
ら
同
時
に
行
う
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

思春期の月経について、科学的な正しい知識と理解に

よってある程度は解決できる悩みも多いことから、今後

さらに知識の普及に努め、また、一人でl踏むことがない

ように小学校と同様に学校や身近な存在である家族が相

談にのれるよう意識を高めていく必要があります。

1 ) 

3) 

'7，588人(一

3，'764人(

3，824人(十 2)

辺

釜中
。

須

川

南

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。摩く御礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

記

丹内一彦
佐久間統広
小針 博

阿部栄次

須釜栄寿

の
の
の
の
の

《
お
す
す
め
ト
レ

i
ニ
ン
グ
》

j
複
数
の
こ
と
を

同
時
に
行
い
ま
し
ょ
う
j

料
理
や
掃
除
な
ど
の
家
事
が
良
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
つ
の
こ
と
を
済
ま
せ
て
か
ら
次

の
こ
と
を
行
う
の
で
は
な
く
、
い
く
つ

か
の
こ
と
を
同
時
に
行
う
よ
う
に
し
ま

1ν

ょ
へ
も

③
計
画
力

旅
行
の
行
程
や
買
物
の
順
序
、
料
理

の
手
順
な
ど
、
目
標
や
計
画
を
立
て
て

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

《
お
す
す
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
》

j
い
つ
も
と
別
の
届
で
の
買
物
j

買
い
物
を
す
る
時
、
い
つ
も
と
は
別

の
お
癌
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
目
的

の
庖
ま
で
の
道
筋
を
調
べ
た
り
、
効
率

の
良
い
買
い
物
の
仕
方
を
考
え
る
こ
と

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。

188 (木)

年金の受給手続など、お気軽にご相談くださいc

※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。

-
週
刊
帯
広

国
民
年
金
委
員
は
、
公
的
年
金

制
度
に
対
し
て
由
民
の
み
な
さ
ん

に
理
解
と
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
社
会
保
険
庁
長
官
か
ら
委
鴨

さ
れ
た
方
々
で
、
現
在
、
福
島
県

内
で

2
1
1
名
が
活
動
し
て
い
ま

す。
国
民
年
金
委
員
の
主
な
活
動
は
、

社
会
保
険
事
務
所
と
地
域
住
民
の

方
々
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

国
民
年
金
な
ど
公
的
年
金
に
関
す

る
お
知
ら
せ
を
す
る
こ
と
や
、
ご

相
談
に
応
じ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

な
お
、
由
民
年
金
委
員
の
方
は

玄
関
に
「
国
民
年
金
委
員
」
の
門

標
を
掲
示
し
、
「
国
民
年
人
孟
一
奪
回
己

の
バ
ッ
チ
を
つ
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
'
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

え
」
い
。

V
問
い
合
わ
せ

郡
山
社
会
保
険
事
務
混

合

0
2
4
1
9
3
2
1
3
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場所

村民グランド

吉集会所

公立岩瀬病院

文化体育館

文化体育館

文化体育館

村民グランド

文化体育館

吉集会所

保健センタ一

文化体育館

文化体育館

プーjレ

間一

却

時一

氾

9:30 

13:30 

18:30 

9:30 

9:00 

18:30 

19:00 

9:30 

13:30 

19:00 

9:30 

9:30 

9:00 

13:00 
文化体育館

13:00 

19:00 

内

ナイタ-開放

転倒骨折予防教室

3-----4ヶ月児健診

(元)ワーキンググループ

(元)ラージポール卓球

津軽三味線教室

ナイター開放

エアロピクス教室

転倒骨折予防教室

母親教室

木版画教室

(元)ラージポール卓球

健康たいそう教室

津軽三味線教室

(元)スポーツサロン

地域子ども教室

太極拳教室

ナイタ-開放

転倒骨折予防教室

円、
台

時
水

木一

土

18 

20 

17 

欄一

間

13:00 

18:30 

19:00 

9:30 

9:30 

13:30 

円‘で、

台

月

火

水

2 

3 
火23 

13:30 

水24 

保健センター
13:30 

9:30 

木

金

25 

文化体育館
13:00 

13:00 

木4 

26 
保健センター

13:30 
金5 

文化体育館9:00 

10:00 

土6 

土27 

村民グランド

吉集会所

一
フ
|ジ
ポ
ー
ル
卓
球
よ
り

18:30 

9:30 

火

水

30 

31 

文化体育館

保健センター

文化体育館

村民グランド

吉集会所

保健センタ一

文化体育館

文化体育館

12:45 

13:00 
火9 

18:30 

10:00 

9:30 

19:00 

9:30 

9:30 

13:00 

水

木

金

10 

12 

11 

中島病院

富永医院

中島病院

おりの整形外科クリ ニック

休日当番医

7日(日)

14日(白)

21日(日)

28日(日)

たまかわ元気スポーツクラブ

えるコミ
2日(火)
19日(金)

日|曜日| 内

機能訓練

地域子ども教室

ナイター開放

エアロピクス教室

転倒骨折予防教室

なつ椿学級

こぶし学級

母親教室

食育教室

(元)ラージポール卓球

地域子ども教室

1歳 6ヶ月児健診

9-----10ヶ月児健診

津軽三味線教室

すくすくクラブ

ポリオ予防接種

地域子ども教室

ナイター開放

転倒骨折予防教室

食育教室

木版画教室

(元)ラージポール卓球

地域子ども教室

健康たいそう教室

(元)

16日(火)12日(金)
30日(火)

9日(火)
26日(金)

5日(金)
23日(火)

資源コ、ミ
西部地域

東部地域

村県民税(第 2期分)
国民健康保険税(第 2期分)
介護保険料(第 2期分)

25白(木)納税

31(水)17日(水)
24日(水)

24日(水)
17日(水)

3日(水)
10日(水)

有害コミ・不燃コミ
西部地域 10日(水)
東部地域 3日(水) 31巴(水)

今
年
も
、
玉
川
村
を
美
し
く
彩
る

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
は
、

あ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
参
加
。

'6
月
は
じ
め
か
ら
国
道

1
1
8
号
線

な
ど
各
道
路
の
沿
線
に
、
マ
リ

l
ゴ

ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど

5
万
2
千

本
あ
ま
り
を
植
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
手
に
よ
り
、
除
草
や
追
肥
、

散
水
な
ど
の
手
入
れ
を
繰
り
返
さ
れ

な
が
ら
、
道
ゆ
く
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

始
ま
り
ま
し
た花

い
っ
ぱ
い
運
動
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